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V318a HiZ-GUNDAM搭載ロブスターアイ光学系の結像性能評価
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HiZ-GUNDAM は宇宙最大の爆発現象の一つであるガンマ線バースト (GRBs)を観測し、初期宇宙探査を目的
とする衛星である。当衛星に搭載される広視野 X 線モニター EAGLEではロブスターアイ光学系で X 線を集光
し、pnCCDイメージセンサーによって X 線を検出する。この検出器では軟 X 線帯域において 0.53 sr の視野を
持ち、誤差が 1.5分角 (1σ)以内の精度で GRBs の到来方向を決定することを目指している。ロブスターアイ光
学系は Lobster eye 型の Micro pore optics(MPO)を球面状に複数枚並べて広い視野を確保している。MPOには
製造上の個体差があり、完全な光学系を構築するにはMPOの選別と微調整が必要となる。本研究では焦点距離
が近しく、歪みの少ない 4枚のMPOを選別してロブスターアイ光学系を構築した後に、宇宙科学研究所の 27 m
ビームラインを用いたX線照射試験により天体観測に関する性能評価を行った。本発表ではX線の到来方向を特
定するための角度応答のキャリブレーション結果や有効面積の場所依存性について紹介する。


